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災害対策安全委員会 安全パトロール報告 

               災害対策安全委員  秋葉 貴晴 

 

平成２７年８月２１日に、安全パトロールを実施しましたので報告

いたします。 

今回、委員が２班に分かれ、それぞれの班が１現場ずつ安全パトロー

ルを行いました。両現場とも大変よく管理されていましたが、各現場

に指摘事項がありましたので報告いたします。 

（1）朝日建設 株式会社 

工事名：道路改修工事（西-将門連絡路の３） 

工事場所：東京都西多摩郡奥多摩町棚沢地内 

契約金額：￥６，０００，０００円 

進捗率：８０％ 

奥多摩町棚沢地内～海沢地内 

に抜ける平成２７年５月３０日 

に開通した多摩川南岸道路将門 

連絡路の現場です。 

現場内の階段及び通路には手す 

りや転落防止柵の設置が適切に 

行われていました。一部排水管 

設置作業を行っていた箇所では 

作業の都合上未設置の部分があ 

りましたので、下段に転落防止柵を設置してより安全対策を施すよう

に指摘しました。 

（２）岩浪建設 株式会社 

工事名：青梅市新町五丁目 19番地先から同市新町五丁目 

5番地先間配水小管布設替及び新設工事 

工事場所：東京都青梅市新町五丁目 19番地先から同市 

新町五丁目 5番地先間 

契約金額：￥１７０，０００，０００円 

進捗率：４０％ 

避難所への供給ルート耐震化布設後４０年経過する非耐震化継手

管取替及び送配水施設整備事業の一環として、青梅市新町地区におい

て配水小管を布設する工事です。 

現場内は使用した後の山 

留材や道具などが整理整頓 

されていました。又、作業 

帯と歩行者通路が分かるよ 

うカラーコーンバーで囲い 

第三者が立ち入らない処置 

をしていました。 

指摘事項といたしまして 

は、現場内に発電機があり 

ガソリンを使用するので 

防火設備の消火器を常備す 

るように指摘しました。「安全第一」は当たり前のことで誰もがわか

っていることです。しかし、事故は無くなりません。現場に関わるす

べての人が、安全に対する知識・経験・意識をもう一度見つめ直し、

いま一歩上を行く安全管理の工夫、スキルアップを心掛ける必要があ

るのではないでしょうか。 

 

 

こ
の
工
事
の
重
要
管 

理
項
目
と
し
て
、
カ
ル 

バ
ー
ト
牽
引
時
に
地
上 

へ
の
影
響
を
最
小
限
に 

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い 

た
め
十
分
な
注
意
が
必 

要
で
あ
る
も
の
で
、
大 

変
技
術
力
の
高
い
工
事 

を
行
っ
て
い
る
と
感
銘 

い
た
し
ま
し
た
工
事
現 

場
の
見
学
に
お
い
て
現 

場
の
仮
設
柵
が
透
明
の 

も
の
が
多
く
見
ら
れ
、 

こ
れ
は
工
事
現
場
と
一 

般
通
行
帯
を
仕
切
る
も 

の
で
あ
り
、
一
般
的
に 

亜
鉛
引
き
の
銀
色
系
統
の
も
の
が
多
く
な
っ
て
ま
す
が
、
透
明
と
に
す

る
こ
と
に
よ
り
一
般
通
行
車
両
の
カ
ー
ブ
区
間
走
行
時
に
見
通
し
が

よ
く
な
る
ほ
か
、
従
来
の
も
の
で
は
中
の
作
業
状
況
が
見
え
な
い
た
め

工
事
が
始
ま
っ
た
み
い
だ
が
何
を
ど
う
や
っ
て
作
っ
た
の
か
知
ら
な

い 

 

大
型
工
事
現
場
視
察
見
学
会
報
告 

災
害
対
策
案
安
全
委
員
会 

委
員 

髙
木 

直
哉
（
髙
木
建
設
㈱
） 

九
月
三
日
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
は
大

型
工
事
現
場
視
察
と
し
て
東
京
外
か
く
環
状
道

路(

外
環
道)

の
建
設
現
場
二
箇
所
へ
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

東
京
都
と
隣
接
す
る
千
葉
県
の
市
川
市
に
あ

る
小
塚
山
公
園
付
近
の
施
工
現
場
と
外
環
道
と

京
成
本
線
の
菅
野
駅
構
内
と
交
差
部
と
な
る
箇

所
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
工
事
現
場
を
視
察
し
ま
し

た
。 こ

の
外
環
道
千
葉
県
区
間
が
完
成
す
る
と
、

各
地
へ
の
車
で
の
所
要
走
行
時
間
が
大
幅
に
短

縮
さ
れ
る
ほ
か
、
現
在
の
行
楽
目
的
の
車
が
住 

 

宅
区
域
の
生
活
道
路
を
利
用
し
て
い
た
た
め
起 

こ
っ
て
い
た
渋
滞
や
交
通
事
故
の
減
少
が
で
き

る
と
の
こ
と
で
す
。 

小
塚
山
公
園
部
の
工
事
概
要
は
小
塚
山
を
残

し
ト
ン
ネ
ル
に
よ
り
開
通
す
る
も
の
で
す
が
、

国
道
の
一
部
は
開
削
で
な
い
と
行
え
な
い
も
の

で
あ
り
小
塚
山
を
一
部
樹
木
を
仮
植
地
へ
仮
置

き
し
た
後
、
開
削
し
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
施

工
後
埋
め
戻
し
完
了
後
元
に
植
え
戻
す
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
う
い
っ
た
自
然
を
残
す
方
法
は
都
市
化
が

幅
広
く
進
む
東
京
近
郊
で
は
非
常
に
大
切
な
こ 

  

と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

京
成
線
交
差
部
の 

施
工
現
場
は
菅
野
駅 

構
内
地
下
に
四
連
二 

層
の
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル 

バ
ー
ト
を
構
築
す
る 

も
の
で
す
が
上
部
の 

地
上
は
菅
野
駅
構
内 

で
あ
り
、
線
路
軌
道 

面
へ
の
影
響
を
最
小 

限
の
留
め
る
必
要
が 

あ
る
た
め
、
こ
の
工 

事
は
ル
ー
フ
＆
カ
ル 

バ
ー
ト
と
い
わ
れ
る 

工
法
で
お
こ
な
わ
れ 

て
お
り
ま
し
た
。
ル
ー
フ
＆
カ
ル
バ
ー
ト
工
法
と
は
従
来
の

非
開
削
工
法
と
違
い
、
ト
ン
ネ
ル
を
掘
進
し
カ
ル
バ
ー
ト
を

作
る
も
の
で
は
な
く
、
側
面
部
を
掘
り
下
げ
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
を
構
築
し
た
の
ち
、
対
象
位
置
へ
牽
引
し
、
設
置
す

る
も
の
で
し
た
。 

 

 

 

い
間
に
終
わ
っ
て
た
と
い
う
近
隣
住
民
の
声
が
よ

く
聞
か
れ
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
工
夫
を
す
る
こ
と

で
通
行
人
や
近
隣
住
民
が
工
事
の
施
工
風
景
を
見

渡
せ
る
こ
と
に
よ
り
工
事
の
進
捗
や
目
的
の
も
の

を
作
る
た
め
一
丸
と
な
り
努
力
し
て
い
る
様
子
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
現
場
職
員
ま
た
は
工
事

関
係
者
と
近
隣
住
民
と
の
間
に
隔
た
り
が
無
く
な

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
聞
く
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
学
生
な
ど
の
未
就
労
者
に
対
し
工
事
を 

行
っ
て
い
る 

様
子
を
見
て 

も
ら
い
、
建 

設
業
へ
の
興 

味
や
や
り
が 

い
な
ど
と
い 

っ
た
気
持
ち 

を
駆
り
立
て
、 

将
来
建
設
業 

に
携
わ
る
き 

っ
か
け
を
も 

っ
て
も
ら
う 

と
い
っ
た
目 

的
も
あ
る
よ 

う
で
す
。 
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 ８ 月 事 業 報 告  

１日 第１２回あきる野夏祭りに参加 （秋川流域委員会） 

４日 三多摩建設業連合会  

２８年度東京都予算要望検討委員会（八王子） 

４日 災害対策安全委員会 

７日 広報委員会２５３号編集発行 

 ７日 工事現場における安全対策事故防止説明会 ３階会議室 

１９日 理事会 

２１日 事業委員会 

２１日 工事現場パトロール （災害対策安全委員会） 

 ９ 月 事 業 計 画  

１日 午前８時 西建協・災害対策本部設置７名参集 

        （正副理事長・災害対策安全正副委員長） 

＊７１路線道路啓開協定業者緊急巡回を実施 

     道路巡回報告書作成し災害対策本部へＦＡＸ・電話報告 

 報告書のまとめを、西多摩建設事務所長に提出 

 ３日 大型工事現場視察研修（災害対策安全委員） 
首都圏外環自動車道 松戸～市川南区間 工事現場 

参加者２１名 

９日 三多摩建設業連合会  

     平成２８年度東京都予算等に対する、都知事、 

都議会自民党・公明党・民主党に要望書提出及び 

自民党・公明党とヒヤリング実施 正副理事長出席 

１１日 労働衛生週間説明会 建災防西多摩分会  

時間 午後２時～４時  

会場 あきる野市中央公民館 別館３階 

 １部 平成２７年度労働衛生週間実施要綱の説明 

２部 安全衛生活動事例発表 

   発表者 奥多摩建設工業㈱ 

        取締役 堀内 英樹 様 

準備期間 ９月１日から３０日 

スローガン 職場発！心とからだの健康チェック 

     はじまる 広がる 健康職場 

本週間  １０月１日～１０月７日 

１５日 広報委員会 ２５４号編集発行 

１４日 総務委員会 

１６日 理事会 

１８日 事業委員会 

 
 

 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 
受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 201６年度開講講座〉 
 

◎２級建築士学科（日曜）コース  

講義日程 12月中旬スタート 

◎１級建築施工管理技士学科講座    

講義日程  2月初旬スタート 

◎１級土木施工管理技士学科講座  

講義日程  3月中旬スタート 

・１級建築施工管理技士学科、・１級土木施工管理技士学科 

 は『建築労働者確保育成助成金』の対象コースです。 

学費が企業負担で雇用保険に加入している場合学費の８０％ 

（最高２０万円）が助成されます。 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校 

を開講（７年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡を 

お待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

 日建学院立川校  担当：澤田 080-9349-3870 
 

あ
き
る
野
夏
ま
つ
り
参
加
を
う
け
て 

秋
川
流
域
委
員
会
副
委
員
長 

武
田 

雅
由
（
㈱
武
田
組
） 

  

今
年
も
、
あ
き
る
野
夏
ま
つ
り

に
参
加
出
来
た
事
は
、
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
目
標
に

向
か
っ
て
汗
を
流
し
た
仲
間
と
し

て
親
睦
が
深
ま
り
、
ま
た
、
地
元

住
民
と
の
交
流
が
深
ま
る
事
で
、

秋
川
流
域
委
員
会
の
目
的
の
一
つ

で
も
あ
る
「
信
頼
さ
れ
る
建
設
業
」

を
少
し
で
も
ア
ピ
ー
ル
出
来
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二
年
前
の
大
雪
や
昨
今
の
地
震
・

火
山
噴
火
、
そ
し
て
集
中
豪
雨
よ

る
土
石
流
が
各
地
で
発
生
し
て
い

る
中
、
あ
き
る
野
市
も
山
間
部
を

抱
え
、
立
川
断
層
に
も
近
い
な
ど

地
域
住
民
の
不
安
の
受
け
皿
に
な

り
う
る
の
が
建
設
業
で
あ
り
、
そ

の
事
が
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合

の
役
割
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
地
域
住
民
と
の
交
流

を
深
め
、
地
域
に
貢
献
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

今
年
も
恒
例
の
「
あ
き
る
野
夏
祭
り
」

が
、
八
月
一
日
（
土
曜
日
）
に
秋
川
駅

前
大
通
り
に
て
開
催
さ
れ
、
西
多
摩
建

設
業
協
同
組
合
の
秋
川
流
域
委
員
会
と

し
て
模
擬
店
を
出
店
し
ま
し
た
。
出
店

内
容
は
、
毎
年
好
評
の
焼
き
鳥
と
缶
ビ

ー
ル
・
ジ
ュ
ー
ス
類
を
販
売
し
ま
し
た
。 

あ
き
る
野
夏
ま
つ
り
前
の
数
日
間
は

猛
暑
が
続
き
、
各
地
で
夕
立
が
発
生
し

て
い
た
中
で
当
日
を
迎
え
、
朝
か
ら
大

変
天
候
が
良
く
、
心
配
し
て
い
た
猛
暑

に
は
な
り
ま
し
た
が
、
夕
立
に
は
な
ら

ず
無
事
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

昼
間
は
や
は
り
猛
暑
だ
っ
た
事
も
あ

り
、
人
出
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
様
子

で
し
た
が
、
今
年
で
出
店
が
六
回
目
の

と
な
り
、
場
所
も
毎
年
り
そ
な
銀
行
前

で
の
販
売
し
て
い
た
事
で
、
常
連
客
か

ら
の
注
文
や
、
夕
方
か
ら
大
勢
の
お
客

が
押
し
寄
せ
、
行
列
が
出
来
る
程
の
繁

盛
と
な
り
ま
し
た
。
お
蔭
さ
ま
で
、
夏

祭
り
終
了
の
一
時
間
以
上
前
に
焼
き
鳥

は
完
売
し
、
好
調
の
売
り
上
げ 

で
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

猛
暑
の
中
、
焼
き
鳥
の
焼
き 

作
業
に
は
大
変
体
力
を
使
う
事 

と
な
り
ま
し
た
が
、
委
員
並
び 

に
各
社
応
援
社
員
の
方
々
の
ご 

協
力
本
当
に
感
謝
し
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
当
日
は
ご
多
用
の
中
、 

組
合
か
ら
細
沼
理
事
長
を
は
じ 

め
組
合
員
・
賛
助
会
員
の
方
々
、 

そ
し
て
多
方
面
で
大
変
お
世
話 

に
な
っ
て
い
る
東
日
本
建
設
業 

保
証
㈱
新
宿
支
店
長
植
草
様
に 

も
暑
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
ご
来 

場
を
賜
り
、
激
励
の
お
言
葉
を 

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼 

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

平成２７年９月１日（防災の日）、東京都知事と結んでお 

ります道路啓開協定に基づく自主的出動・緊急巡回訓練を例 

年同様に行いました。 

 当日午前８時、細沼理事長以下、副理事長、災害対策案安全 

委員会正副委員長が西建協に参集し 西建協・災害対策本部 

が設置され、同８時１５分より各協定業者より道路巡回調査 

の報告連絡が順次実施されました。 

同１０時００分、全路線の協定業者から連絡が完了した後、 

速やかに西多摩建設事務所長への報告を行いました。 

今回の定期訓練を通じて災害発生時の緊急道路啓開作業の 

対応をスムーズに実践し各協定業者の意識向上を計れたか 

と思います。 


